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天草市五和地域まちづくり計画策定作業経過 

 

月 日 内容 備考 

H26 

8 
18 【諮問】 天草 10 地域 

9 24 第１回五和まちづくり審議会  

10 22 第１回五和地域まちづくり計画策定作業部会  

11 11
五和まちづくり協議会委員に、計画策定に係るア

ンケート依頼 
 

H27 

1 

5 第２回五和地域まちづくり計画策定作業部会  

14 第３回五和地域まちづくり計画策定作業部会  

21 第４回五和地域まちづくり計画策定作業部会  

28 第２回五和まちづくり審議会  

2 13～25
天草市五和地域まちづくり計画素案に対する意見

募集 
 

3 

5 第５回五和地域まちづくり計画策定作業部会  

10 第３回五和まちづくり審議会  

23 【答申】 天草 10 地域 
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　（写し）
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審議会役職 氏名 所属団体 まち協役職 選出区分

1 会長 岩崎　周司 手野まちづくり振興会 会長 地区振興会長

2 副会長 鬼海　秀一 御領まちづくり振興会 副会長 地区振興会長

3 富山　善次 鬼池まちづくり振興会 地区振興会長

4 井上　英二 二江まちづくり振興会 地区振興会長

5 野口　米仁 城河原地域づくり振興会 地区振興会長

6 吉田　健吾 天草漁業協同組合 監事 漁協理事

7 金子　光男 本渡五和農業協同組合 農協常務理事

8 山下　信昭 天草市商工会 事務局次長

9 堤田　光秋 五和地区行政区長会 区長会長

10 向　　信弘 五和民生委員児童委員協議会 協議会会長

11 岡田　伸子 御領まちづくり振興会 女性代表

12 宮﨑　三加子 鬼池まちづくり振興会 女性代表

13 橋本　むつみ 二江まちづくり振興会 監事 女性代表

14 猪口　ユミ子 手野まちづくり振興会 女性代表

15 松下　みどり 城河原地域づくり振興会 女性代表

五和まちづくり審議会 名簿
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■
第

２
期

御
領

地
区

振
興

計
画

【
地

区
の

特
徴

】

第
1
次

産
業

第
2
次

産
業

第
3
次

産
業

分
野

ｺ
ｰ

ﾄﾞ
分

野
別

分
野

ｺ
ｰ

ﾄﾞ

Ⅰ
地

域
づ

く
り

Ⅰ

Ⅳ
健

康
福

祉
Ⅳ

Ⅴ
青

少
年

育
成

Ⅴ

【
地

区
の

現
状

・
課

題
】

項
　

　
　

　
目

H
1
7

H
2
2

H
2
7

H
22

/
H

1
7

-

1
5
歳

未
満

率
10

%
9
%

9
%

9
3
%

高
齢

化
率

（
6
5
歳

以
上

）
42

%
4
5
%

48
%

1
0
7
%

世
帯

数
1
00

1
9
6
8

93
6

9
7
%

高
齢

者
の

み
世

帯
数

-
3
1
3

-

65
歳

以
上

歳
人

口
1
33

2
1
3
2
6

1
,3

2
0

1
0
0
%

15
～

6
4
歳

人
口

1
50

8
1
3
4
6

1
,2

0
1

8
9
%

75
歳

以
上

人
口

85
4

8
9
8

94
4

1
0
5
%

人
　

口
　

計
3
16

1
2
9
5
2

2
,7

6
3

9
3
%

Ⅵ
環

境
整

備
こ

れ
ま

で
守

り
継

が
れ

た
地

域
の

自
然

豊
か

な
環

境
を

今
後

も
維

持
す

る
取

り
組

み
を

実
施

し
ま

す
。

　
○

　
景

観
形

成
　

　
○

川
の

水
質

浄
化

に
関

す
る

取
り

組
み

　
御

領
地

区
は

、
御

領
石

の
恩

恵
を

受
け

て
き

た
。

例
え

ば
、

良
質

の
野

菜
を

年
中

栽
培

で
き

る
松

崎
台

地
の

地
盤

は
御

領
石

で
あ

り
、

こ
の

御
領

石
が

雨
天

の
と

き
に

は
雨

水
を

貯
え

、
日

照
り

の
時

は
水

分
を

蒸
発

さ
せ

、
土

壌
に

湿
り

を
も

た
ら

す
作

用
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
濾

過
の

作
用

も
あ

り
、

排
出

さ
れ

る
水

は
き

れ
い

で
、

流
れ

込
む

近
海

で
は

多
く
の

魚
を

採
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

近
年

で
は

、
住

民
総

参
加

を
合

言
葉

に
平

成
１

８
年

か
ら

御
領

門
前

町
商

店
街

か
ら

近
く
の

地
域

資
源

竹
灯

ろ
う

や
石

灯
ろ

う
で

結
び

、
火

を
灯

し
地

域
を

幻
想

的
な

光
に

包
み

む
「
御

領
石

竹
秋

宵
ま

つ
り

」
な

ど
の

イ
ベ

ン
ト

も
実

施
し

て
い

る
。

「
御

領
石

」
と

は
‥

約
９

万
年

前
の

阿
蘇

大
噴

火
に

よ
る

火
砕

流
が

有
明

海
を

滑
り

流
れ

固
ま

っ
た

も
の

。
（
阿

蘇
溶

結
凝

灰
岩

）

・
年

々
人

口
が

減
り

、
少

子
高

齢
化

に
歯

止
め

が
か

か
ら

な
い

。

・
高

齢
者

の
う

ち
、

独
り

暮
ら

し
の

方
が

増
え

て
お

り
、

孤
立

し
て

き
て

い
る

健
康

福
祉

地
域

の
将

来
を

担
う

子
ど

も
た

ち
が

健
や

か
に

成
長

で
き

る
環

境
整

備
や

、
高

齢
者

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
地

域
を

目
指

し
た

取
り

組
み

を
行

い
ま

す
。

　
○

　
敬

老
会

の
開

催
　

　
○

　
見

守
り

隊
の

育
成

　
　

○
　

子
ど

も
た

ち
の

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
開

催
　

○
　

自
主

防
災

組
織

の
育

成

・
年

々
人

口
が

減
り

、
少

子
高

齢
化

に
歯

止
め

が
か

か
ら

な
い

。

・
田

舎
で

し
か

で
き

な
い

体
験

等
を

活
用

し
た

活
動

が
必

要
で

あ
る

。
青

少
年

育
成

　
こ

れ
ま

で
守

り
継

が
れ

た
地

域
の

自
然

豊
か

な
環

境
を

体
感

し
、

次
代

を
担

う
子

ど
も

た
ち

が
心

豊
か

に
成

長
す

る
取

り
組

み
を

行
い

ま
す

。
　

ま
た

、
地

域
の

方
が

安
心

し
て

生
活

で
き

る
環

境
を

整
え

ま
す

。

　
○

　
環

境
美

化
活

動
の

取
り

組
み

　
　

○
　

自
然

を
体

感
す

る
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

地
区

の
現

状

15
歳

未
満

人
口

32
1

2
7
9

24
2

8
7
%

Ⅵ
環

境
整

備
・
年

々
人

口
が

減
り

、
少

子
高

齢
化

に
歯

止
め

が
か

か
ら

な
い

。

・
耕

作
放

棄
地

な
ど

が
年

々
増

え
景

観
を

損
ね

て
い

る
。

Ⅲ
生

涯
学

習

　
地

域
に

住
む

高
齢

者
が

安
心

し
て

生
活

で
き

る
見

守
り

体
制

づ
く
り

と
生

活
環

境
の

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
ま

た
、

い
つ

ま
で

も
元

気
で

い
ら

れ
る

よ
う

、
誰

で
も

参
加

で
き

る
軽

ス
ポ

ー
ツ

や
地

域
で

活
動

さ
れ

て
い

る
ス

ポ
ー

ツ
の

大
会

を
通

し
て

、
地

域
住

民
の

健
康

づ
く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

○
　

御
領

史
跡

探
訪

　
　

○
　

文
化

祭
の

開
催

　
○

　
運

動
会

や
各

種
ス

ポ
ー

ツ
大

会
の

取
り

組
み

地
域

づ
く
り

団
体

御
領

ま
ち

づ
く
り

振
興

会

地
区

の
い

い
と

こ
ろ

・
自

慢
で

き
る

と
こ

ろ

そ
の

他
地

域
資

源

浦
園

の
穴

観
音

、
鬼

の
城

石
仏

群
と

大
師

像
、

岩
谷

観
音

、
芳

證
寺

、
馬

場
の

石
橋

、
黒

崎
の

石
橋

、
黒

崎
海

水
浴

場
、

若
宮

海
水

浴
場

、
亀

島
、

シ
ー

カ
ヤ

ッ
ク

体
験

、
鬼

の
城

公
園

、
御

領
門

前
町

商
店

街
、

松
崎

台
地

、
御

領
石

の
石

垣
（
町

並
み

）

・
年

々
人

口
が

減
り

、
少

子
高

齢
化

に
歯

止
め

が
か

か
ら

な
い

。

・
高

齢
化

が
進

み
、

イ
ベ

ン
ト

準
備

な
ど

に
支

障
を

き
た

し
て

き
て

い
る

。

・
高

齢
者

の
う

ち
、

独
り

暮
ら

し
の

方
が

増
え

て
お

り
、

孤
立

し
て

き
て

い
る

。

地
域

づ
く
り

　
地

域
を

取
り

巻
く
環

境
は

益
々

悪
化

し
て

お
り

、
高

齢
化

、
後

継
者

不
足

、
犯

罪
率

の
増

加
に

拍
車

が
か

か
っ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
地

域
を

活
性

化
さ

せ
る

手
段

に
よ

り
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

発
化

を
図

り
、

環
境

の
改

善
に

取
り

組
み

ま
す

。
○

　
集

落
営

農
の

推
進

　
　

　
○

　
地

域
産

品
の

商
品

化
の

推
進

　
　

　
○

特
産

品
ま

つ
り

の
開

催
○

交
流

人
口

増
加

を
図

る
受

入
態

勢
の

充
実

及
び

体
制

の
整

備
 　

　
○

文
化

財
の

保
護

・
継

承
へ

の
取

り
組

み

地
域

伝
統

芸
能

御
領

神
社

秋
の

例
大

祭
、

大
島

神
社

秋
の

例
大

祭
、

小
串

阿
蘇

神
社

秋
の

例
大

祭
（
行

列
、

獅
子

舞
、

神
輿

な
ど

）

Ⅲ
生

涯
学

習
・
年

々
人

口
が

減
り

、
少

子
高

齢
化

に
歯

止
め

が
か

か
ら

な
い

。

・
高

齢
化

が
進

み
、

イ
ベ

ン
ト

準
備

な
ど

に
支

障
を

き
た

し
て

き
て

い
る

。

史
跡

一
尾

貝
塚

（
縄

文
時

代
中

期
～

晩
期

中
頃

）
こ

の
貝

塚
か

ら
出

土
す

る
釣

針
は

、
朝

鮮
半

島
と

の
関

連
性

が
う

か
が

え
る

。
松

崎
の

五
輪

塔
（
通

称
：
松

崎
ど

ん
）

１
４

世
紀

頃
の

五
輪

塔
で

、
郡

内
で

も
最

大
を

誇
る

。
鎌

倉
時

代
の

も
の

と
思

わ
れ

、
地

元
豪

族
の

墓
と

し
て

建
て

た
も

の
ら

し
い

。

◇
【
分

野
別

に
考

え
ら

れ
る

課
題

や
個

性
、

特
徴

及
び

今
後

の
方

向
性

】
◇

【
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
基

本
方

針
】

具
体

的
な

課
題

・
特

徴
・
方

向
性

等
分

野
別

基
本

方
針

8
区

考 え 方

人
は

一
人

で
は

生
き

て
い

け
ず

、
助

け
合

い
・
協

力
が

必
要

で
あ

る
。

御
領

地
区

で
は

、
住

民
総

参
加

を
合

言
葉

に
「
感

謝
の

心
」
を

基
本

理
念

と
し

て
地

域
づ

く
り

を
進

め
て

い
く
。

　
ま

た
、

御
領

の
地

下
に

層
を

な
し

、
水

分
調

整
及

び
濾

過
作

用
に

よ
り

松
崎

台
地

や
近

海
で

は
良

質
の

野
菜

や
魚

を
採

る
こ

と
が

で
き

、
ま

た
、

物
資

の
流

通
が

発
達

し
て

き
た

こ
と

は
、

御
領

石
の

恩
恵

を
受

け
て

お
り

、
自

然
や

物
へ

の
「
感

謝
の

心
」
を

も
っ

た
振

興
も

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

学
校

文
化

財

《
市

指
定

文
化

財
》

ペ
ー

が
墓

（
キ

リ
シ

タ
ン

墓
碑

群
）

岩
宗

の
キ

リ
シ

タ
ン

墓
碑

群
御

領
神

社
 二

の
鳥

居
芳

證
寺

 衆
寮

堂
、

豪
商

石
本

家
屋

敷

人
口

2
,9

5
2
人

○
少

子
高

齢
化

に
歯

止
め

が
か

か
ら

ず
、

地
区

の
人

口
は

減
少

す
る

ば
か

り
で

あ
り

、
地

区
の

行
事

自
体

の
存

続
が

危
ぶ

ま
れ

て
い

る
状

態
で

あ
る

。
　

ま
た

、
そ

れ
に

伴
い

、
事

業
へ

の
参

加
者

が
固

定
化

さ
れ

つ
つ

あ
る

た
め

、
一

部
の

住
民

で
の

取
り

組
み

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

。

○
自

分
た

ち
の

地
域

は
自

分
た

ち
で

創
り

あ
げ

て
い

く
と

い
う

共
通

認
識

を
も

っ
て

い
た

だ
く

た
め

の
取

り
組

み
を

行
う

必
要

が
あ

り
、

ま
ち

づ
く
り

に
対

す
る

意
識

の
向

上
を

い
か

に
し

て
図

る
か

が
課

題
で

あ
る

。

○
振

興
会

の
行

事
に

は
経

費
も

多
く
必

要
で

あ
り

、
財

源
の

確
保

に
苦

慮
し

て
い

る
。

テ ー マ
感

謝
の

心
で

地
域

お
こ

し
（
御

領
石

お
こ

し
）

就
業

人
口

（
H

2
2
)

1
9
2
人

2
2
5
人

7
1
4
人

区
数

地
域

資
源

(H
2
2
国

勢
調

査
参

考
)

◇
地

域
が

抱
え

る
課

題
・
困

っ
て

い
る

こ
と

◇
　

◇
◆

◇
 ま

ち
づ

く
り

の
目

標
 ◇

◆
◇

面
積

1
1
.6

k㎡

計
画

期
間

平
成

2
5
年

度
～

平
成

2
7
年

度
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
名

五
和

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
地

区
振

興
会

名
御

領
ま

ち
づ

く
り

振
興

会
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■
第

２
期

鬼
池

地
区

振
興

計
画

【
地

区
の

特
徴

】

第
1
次

産
業

第
2
次

産
業

第
3
次

産
業

分
野

ｺ
ｰ

ﾄﾞ
分

野
別

分
野

ｺ
ｰ

ﾄﾞ

Ⅰ
地

域
づ

く
り

Ⅰ

Ⅳ
健

康
福

祉
Ⅳ

Ⅴ
青

少
年

育
成

Ⅴ

【
地

区
の

現
状

・
課

題
】

項
　

　
　

　
目

H
1
7

H
2
2

H
2
7

H
22

/
H

1
7

地
域

資
源

(H
2
2
国

勢
調

査
参

考
)

◇
地

域
が

抱
え

る
課

題
・
困

っ
て

い
る

こ
と

◇
　

◇
◆

◇
 ま

ち
づ

く
り

の
目

標
 ◇

◆
◇

面
積

6
.5

k㎡

計
画

期
間

平
成

2
5
年

度
～

平
成

2
7
年

度
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
名

五
和

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
地

区
振

興
会

名
鬼

池
ま

ち
づ

く
り

振
興

会

人
口

1
,0

7
1
人

・
地

域
住

民
が

温
和

し
す

ぎ
て

、
活

気
と

積
極

性
に

欠
け

る
。

・
少

子
高

齢
化

率
が

高
く
、

若
い

人
が

少
な

い
。

・
高

齢
者

人
口

が
多

い
た

め
、

高
齢

福
祉

の
充

実
と

健
康

増
進

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
・
空

き
家

は
あ

る
が

、
貸

家
が

な
い

・
町

営
住

宅
が

な
い

。
ア

パ
ー

ト
が

な
い

。
・
田

畑
等

農
地

の
耕

作
放

棄
地

が
目

立
っ

て
き

て
い

る
。

・
農

業
・
漁

業
の

担
い

手
、

後
継

者
が

少
な

い
。

テ ー マ
環

境
と

人
に

や
さ

し
い

ま
ち

づ
く
り

就
業

人
口

（
H

2
2
)

7
5
人

8
1
人

2
7
3
人

区
数

史
跡

鬼
池

城
跡

鬼
池

の
塩

田
跡

鬼
池

小
学

校
跡

◇
【
分

野
別

に
考

え
ら

れ
る

課
題

や
個

性
、

特
徴

及
び

今
後

の
方

向
性

】
◇

【
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
基

本
方

針
】

具
体

的
な

課
題

・
特

徴
・
方

向
性

等
分

野
別

基
本

方
針

5
区

考 え 方

・
環

境
が

美
し

く
、

鬼
池

で
生

活
す

る
人

、
鬼

池
を

訪
れ

る
人

に
や

さ
し

く
あ

っ
て

こ
そ

の
ま

ち
づ

く
り

で
あ

る
と

の
理

念
の

下
、

清
掃

等
海

の
環

境
保

全
活

動
に

よ
る

美
し

い
鬼

池
の

環
境

を
守

り
維

持
し

な
が

ら
、

地
域

の
人

々
が

住
ん

で
よ

か
っ

た
と

思
え

、
訪

れ
る

人
が

来
て

よ
か

っ
た

、
ま

た
来

た
い

と
思

え
る

ま
ち

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

学
校

御
領

鬼
池

小
学

校
（
H

26
.3

廃
校

）

文
化

財

一
石

一
字

塔
半

田
の

六
面

塔
神

の
畑

の
六

地
蔵

と
古

塔
群

金
毘

羅
宮

の
武

者
絵

と
天

井
絵

Ⅲ
生

涯
学

習
・
鬼

池
の

人
々

の
健

康
増

進
・
教

養
文

化
振

興
を

促
し

、
生

涯
学

習
意

欲
の

高
揚

と
産

業
文

化
の

振
興

を
図

る
。

・
婦

人
部

の
研

鑽
と

活
性

化
を

図
る

。
地

域
づ

く
り

団
体

鬼
池

ま
ち

づ
く
り

振
興

会
さ

し
よ

り
や

っ
て

み
ゅ

う
会

地
区

の
い

い
と

こ
ろ

・
自

慢
で

き
る

と
こ

ろ

そ
の

他
地

域
資

源

天
神

山
　

引
坂

松
原

海
岸

　
鬼

池
港

八
十

八
ヶ

所
　

歯
の

神
様

　
梅

嶽
様

八
幡

様
　

ア
キ

サ
様

　
恵

比
寿

様
水

無
の

地
蔵

様
干

し
ダ

コ
　

タ
コ

め
し

　
ト

コ
ロ

テ
ン

　
ク

ロ
メ

鬼
池

び
わ

・
イ

ベ
ン

ト
内

容
の

マ
ン

ネ
リ

化
や

参
加

者
の

減
少

傾
向

・
体

験
ツ

ア
ー

に
お

い
て

は
、

充
実

し
た

体
験

メ
ニ

ュ
ー

の
整

備
・
防

災
訓

練
の

継
続

し
た

取
り

組
み

・
年

3
回

発
行

の
広

報
紙

の
充

実

地
域

づ
く
り

・
鬼

池
の

シ
ン

ボ
ル

天
神

山
を

活
か

し
、

多
く
の

人
々

が
訪

れ
る

魅
力

あ
る

地
域

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

・
鬼

池
の

海
、

海
岸

、
天

神
山

等
の

自
然

や
海

の
幸

を
活

か
し

た
取

り
組

み
や

地
場

特
産

品
の

開
発

流
通

を
図

る
こ

と
で

、
地

場
産

業
の

活
性

化
と

人
的

物
的

交
流

を
促

進
す

る
。

・
自

主
防

災
会

組
織

の
機

能
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
で

、
地

区
民

の
安

全
確

保
と

防
災

意
識

の
高

揚
を

図
る

。
・
こ

れ
ら

振
興

会
の

活
動

状
況

・
ま

ち
づ

く
り

情
報

を
地

区
民

に
周

知
し

、
参

加
を

促
す

。

地
域

伝
統

芸
能

鬼
池

菅
原

神
社

行
列

モ
グ

ラ
打

ち

Ⅲ
生

涯
学

習
・
人

口
減

少
と

高
齢

化
の

進
行

に
よ

り
、

参
加

者
が

減
少

し
て

い
る

・
各

教
室

の
構

成
員

数
に

変
化

が
無

い
・
次

世
代

の
人

材
育

成

Ⅵ
環

境
整

備

ま
ち

づ
く
り

に
と

っ
て

、
環

境
保

全
と

整
備

は
大

切
な

も
の

で
あ

り
、

世
代

に
継

承
し

て
ゆ

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

・
美

し
い

鬼
池

を
保

全
す

る
た

め
に

、
国

道
周

辺
の

美
化

や
地

域
の

環
境

衛
生

の
保

全
・
水

質
浄

化
を

図
る

。
・
市

道
周

辺
の

美
化

、
海

等
環

境
保

全
維

持
、

河
川

環
境

保
全

維
持

と
災

害
防

止
を

図
り

、
鬼

池
地

区
民

の
美

化
意

識
高

揚
と

連
帯

を
促

す
。

【
ひ

と
が

ら
】

人
情

豊
か

で
温

か
く
優

し
く
明

る
い

性
格

で
、

素
朴

さ
が

あ
り

人
々

の
仲

も
良

い
地

域
。

【
自

然
環

境
】

美
し

い
海

山
等

の
自

然
に

囲
ま

れ
、

緑
が

豊
富

で
空

気
が

き
れ

い
で

気
候

も
温

暖
。

ま
た

、
騒

音
も

な
く
静

か
で

平
和

な
雰

囲
気

で
あ

り
、

住
環

境
は

良
い

。
【
生

活
環

境
】

天
草

の
北

玄
関

に
位

置
し

、
フ

ェ
リ

ー
・
バ

ス
の

便
も

比
較

的
良

い
。

本
渡

地
域

に
も

近
い

の
で

買
物

等
も

便
利

。
ま

た
、

子
ど

も
の

行
事

に
地

域
全

体
で

取
り

組
み

都
市

化
し

て
い

な
い

と
こ

ろ
が

良
い

。
【
地

域
資

源
】

天
神

山
が

あ
り

、
引

坂
松

原
海

岸
に

は
、

清
掃

等
自

然
環

境
保

全
活

動
の

成
果

に
よ

り
、

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

が
産

卵
に

来
る

よ
う

に
な

っ
た

。
鬼

池
港

の
整

備
活

用
も

今
後

期
待

さ
れ

る
。

・
参

加
メ

ン
バ

ー
が

固
定

化
し

て
い

る
。

積
極

的
な

Ｐ
Ｒ

を
行

い
新

た
な

参
加

者
の

掘
り

起
こ

し
を

図
る

。
健

康
福

祉
・
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
に

至
る

ま
で

、
幅

広
い

世
代

に
わ

た
る

健
康

増
進

に
努

め
て

い
く
。

・
食

を
通

し
て

健
康

へ
の

関
心

を
高

め
、

参
加

者
の

親
睦

と
融

和
を

深
め

る
。

・
鬼

池
の

高
齢

化
率

が
４

０
％

を
超

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
高

齢
福

祉
の

充
実

な
ど

少
子

高
齢

化
対

策
に

取
り

組
む

。

・
人

口
減

少
と

高
齢

化
の

進
行

に
よ

り
参

加
者

が
減

少
し

て
い

る
。

・
地

元
の

小
学

校
が

閉
校

に
な

り
、

児
童

を
対

象
と

し
た

事
業

の
見

直
し

が
必

要
。

青
少

年
育

成
幼

小
中

高
校

生
の

子
ど

も
は

鬼
池

の
宝

で
あ

る
。

健
や

か
な

成
長

と
地

域
の

一
員

と
い

う
自

覚
醸

成
の

た
め

鬼
池

地
区

を
挙

げ
て

育
成

に
取

り
組

む
。

・
伝

統
行

事
の

伝
承

・
世

代
間

交
流

の
促

進

地
区

の
現

状

15
歳

未
満

人
口

10
3

8
1

6
4

7
9
%

Ⅵ
環

境
整

備
・
人

口
減

少
と

高
齢

化
の

進
行

に
よ

り
参

加
者

が
減

少
し

て
い

る
。

65
歳

以
上

歳
人

口
47

7
4
4
6

41
7

9
4
%

15
～

6
4
歳

人
口

60
9

5
4
4

48
6

8
9
%

75
歳

以
上

人
口

24
7

2
4
7

24
7

1
0
0
%

人
　

口
　

計
1
18

9
1
0
7
1

96
7

9
0
%

1
5
歳

未
満

率
9
%

8
%

7
%

8
7
%

高
齢

化
率

（
6
5
歳

以
上

）
40

%
4
2
%

43
%

1
0
4
%

世
帯

数
47

5
4
3
6

40
0

9
2
%

高
齢

者
の

み
世

帯
数

-
1
5
6

-
-
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■
第

２
期

二
江

地
区

振
興

計
画

【
地

区
の

特
徴

】

第
1
次

産
業

第
2
次

産
業

第
3
次

産
業

分
野

ｺ
ｰ

ﾄﾞ
分

野
別

分
野

ｺ
ｰ

ﾄﾞ

Ⅰ
地

域
づ

く
り

Ⅰ

Ⅲ
生

涯
学

習
Ⅲ

Ⅳ
健

康
福

祉
Ⅳ

【
地

区
の

現
状

・
課

題
】

項
　

　
　

　
目

H
1
7

H
2
2

H
2
7

H
22

/
H

1
7 9
5
%

高
齢

者
の

み
世

帯
数

―
2
9
8

―
―

1
5
歳

未
満

率
14

%
1
2
%

10
%

8
4
%

高
齢

化
率

（
6
5
歳

以
上

）
32

%
3
5
%

39
%

1
1
0
%

世
帯

数
1
,0

6
2

1
,0

0
7

95
5

1
0
9
%

人
　

口
　

計
3
,1

0
7

2
,8

4
6

2
,6

2
6

9
2
%

環
境

整
備

・
根

付
き

の
イ

ル
カ

が
生

息
す

る
な

ど
、

国
内

唯
一

と
言

っ
て

も
い

い
ほ

ど
豊

か
な

自
然

環
境

に
恵

ま
れ

て
い

る
。

・
市

内
外

か
ら

毎
年

多
く
の

観
光

客
が

訪
れ

る
こ

と
か

ら
、

観
光

地
と

し
て

の
景

観
保

全
と

安
心

安
全

な
生

活
環

境
を

保
持

し
て

い
く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

Ⅵ
環

境
整

備

　
根

付
き

の
イ

ル
カ

を
は

じ
め

多
様

な
生

態
系

を
育

む
二

江
沖

。
し

か
し

、
温

暖
化

な
ど

の
環

境
変

化
を

始
め

、
生

活
排

水
の

流
れ

込
み

、
不

法
投

棄
な

ど
で

、
そ

の
環

境
は

失
わ

れ
つ

つ
あ

る
。

植
栽

や
清

掃
活

動
な

ど
の

景
観

保
全

を
通

し
て

、
地

域
で

も
一

人
ひ

と
り

が
環

境
問

題
を

意
識

し
、

自
ら

で
き

る
こ

と
を

行
動

に
移

せ
る

地
域

と
し

た
い

。
　

ま
た

、
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

、
自

主
防

災
組

織
の

活
動

充
実

を
図

り
、

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
す

。

65
歳

以
上

歳
人

口
99

6
1
,0

0
5

1
,0

1
4

1
0
1
%

15
～

6
4
歳

人
口

1
,6

6
9

1
,5

0
1

1
,3

5
0

9
0
%

Ⅵ
75

歳
以

上
人

口
55

5
6
0
4

65
7

地
区

の
現

状

15
歳

未
満

人
口

44
2

3
4
0

26
2

7
7
%

Ⅴ
青

少
年

育
成

・
平

成
2
6
年

3
月

の
二

江
小

学
校

閉
校

に
よ

り
、

地
域

住
民

と
子

ど
も

達
が

接
す

る
機

会
の

大
幅

な
減

少
が

予
測

さ
れ

る
た

め
、

地
域

住
民

と
子

ど
も

達
と

の
関

わ
り

を
よ

り
深

め
て

い
く
た

め
の

方
策

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
Ⅴ

青
少

年
育

成

　
子

ど
も

達
が

心
身

と
も

に
健

康
で

た
く
ま

し
く
成

長
し

て
い

く
こ

と
は

地
域

全
体

の
願

い
で

あ
る

。
地

域
住

民
が

子
ど

も
た

ち
に

関
わ

る
機

会
を

充
実

さ
せ

、
青

少
年

の
健

全
育

成
を

図
っ

て
い

く
。

ま
た

、
子

ど
も

達
に

地
元

行
事

へ
の

参
加

を
促

す
こ

と
で

地
域

の
こ

と
を

理
解

し
、

成
長

し
て

も
地

域
へ

の
想

い
を

忘
れ

な
い

心
を

育
て

て
い

き
た

い
。

・
ペ

ー
ロ

ン
体

験
乗

船
、

二
江

神
社

秋
祭

り
、

町
民

体
育

祭
な

ど

　
二

江
地

区
は

、
古

く
か

ら
漁

業
で

栄
え

た
町

で
あ

る
。

中
で

も
素

潜
り

漁
は

遠
く
中

国
や

朝
鮮

半
島

ま
で

出
漁

し
て

い
た

。
そ

の
中

で
鍛

え
た

潜
水

技
術

は
高

く
、

サ
ル

ベ
ー

ジ
業

の
先

駆
け

と
も

な
っ

た
。

今
で

も
2
0～

4
0
代

中
心

の
男

性
素

潜
り

漁
師

が
6
0
人

程
い

て
、

ウ
ニ

や
ア

ワ
ビ

、
海

藻
を

採
っ

て
い

る
。

二
江

の
沖

は
早

崎
の

瀬
戸

と
呼

ば
れ

る
急

流
で

、
有

明
海

と
天

草
灘

が
交

じ
り

合
う

豊
か

な
水

産
資

源
に

恵
ま

れ
て

お
り

、
イ

ル
カ

と
漁

師
が

海
の

恩
恵

を
分

け
合

っ
て

い
る

貴
重

な
海

域
で

あ
る

。
イ

ル
カ

は
、

二
江

沖
を

中
心

に
回

遊
し

て
お

り
1年

を
通

し
て

観
察

す
る

こ
と

が
出

来
る

。
ま

ち
お

こ
し

か
ら

始
ま

っ
た

イ
ル

カ
ウ

ォ
ッ

チ
ン

グ
は

、
年

間
1
0
万

人
を

越
え

る
観

光
産

業
に

育
っ

た
。

　
町

並
み

も
、

漁
村

特
有

の
住

宅
が

密
集

し
た

「
せ

ど
や

」
と

呼
ば

れ
る

集
落

が
残

っ
て

い
る

。
集

落
ご

と
に

、
漁

の
神

様
で

あ
る

恵
比

須
様

が
祀

ら
れ

て
お

り
信

仰
も

厚
い

。
　

二
江

沖
に

浮
か

ぶ
周

囲
4
キ

ロ
の

通
詞

島
に

は
、

豊
か

な
自

然
を

は
じ

め
、

中
国

式
の

六
角

井
戸

な
ど

の
歴

史
遺

産
、

古
い

伝
説

も
多

く
残

り
、

「
通

詞
島

」
ブ

ラ
ン

ド
が

確
立

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
今

年
は

、
「
に

ほ
ん

の
里

1
00

選
」
や

「
島

の
宝

1
0
0
景

」
に

選
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

、
地

域
に

と
っ

て
自

慢
の

1
つ

と
な

っ
て

い
る

。

・
各

自
治

公
民

館
等

で
活

動
さ

れ
て

い
る

自
主

サ
ー

ク
ル

や
各

種
講

習
会

な
ど

が
地

域
住

民
に

知
ら

れ
て

い
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

生
涯

学
習

　
五

和
町

公
民

館
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

生
涯

学
習

活
動

や
文

化
活

動
に

親
し

ん
で

い
け

る
よ

う
な

取
組

を
行

う
こ

と
で

、
教

養
や

文
化

に
対

す
る

意
識

の
高

揚
を

図
る

。
ま

た
、

こ
う

い
っ

た
活

動
を

披
露

す
る

場
や

新
た

に
触

れ
る

機
会

と
し

て
、

敬
老

会
で

の
演

芸
や

美
術

展
な

ど
の

開
催

を
継

続
し

て
い

く
。

・
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
や

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

な
ど

で
体

力
増

進
、

健
康

保
持

に
努

め
て

い
る

人
が

い
る

反
面

、
全

く
運

動
を

し
な

い
人

も
多

い
。

・
こ

れ
か

ら
も

少
子

高
齢

化
が

進
ん

で
い

く
た

め
、

高
齢

者
を

対
象

に
し

た
健

康
づ

く
り

も
含

め
た

サ
ロ

ン
や

、
高

齢
者

と
子

ど
も

達
が

触
れ

合
え

る
よ

う
な

イ
ベ

ン
ト

を
企

画
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

健
康

福
祉

　
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
な

ど
の

軽
ス

ポ
ー

ツ
だ

け
で

な
く
、

子
ど

も
ま

で
を

対
象

に
し

た
球

技
大

会
や

体
育

祭
の

種
目

見
直

し
な

ど
、

ス
ポ

ー
ツ

系
イ

ベ
ン

ト
を

充
実

し
て

い
く
こ

と
で

、
地

域
住

民
の

健
康

に
対

す
る

意
識

の
高

揚
を

図
る

。
　

ま
た

、
高

齢
者

世
帯

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

高
齢

者
が

集
う

サ
ロ

ン
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

見
守

り
活

動
な

ど
の

実
施

に
よ

り
、

高
齢

者
が

安
心

し
て

生
活

が
で

き
る

生
活

環
境

を
整

え
る

。

Ⅱ
産

業
振

興
　

豊
か

な
水

産
資

源
を

活
か

し
た

ツ
ー

リ
ズ

ム
事

業
の

継
続

や
創

設
に

よ
り

、
地

場
産

業
の

振
興

と
交

流
人

口
の

増
加

を
図

る
。

ま
た

、
二

江
産

魚
介

類
の

ブ
ラ

ン
ド

化
を

確
立

さ
せ

る
と

と
も

に
、

観
光

業
と

の
連

携
な

ど
で

新
た

な
雇

用
の

場
を

創
出

す
る

こ
と

で
、

定
住

及
び

移
住

人
口

の
増

加
を

目
指

す
。

地
域

づ
く
り

団
体

二
江

ま
ち

づ
く
り

振
興

会

地
区

の
い

い
と

こ
ろ

・
自

慢
で

き
る

と
こ

ろ

そ
の

他
地

域
資

源
根

付
き

の
イ

ル
カ

、
通

詞
島

、
素

潜
り

漁
、

恵
比

寿
様

、
せ

ど
や

、
製

塩
所

。

・
自

治
公

民
館

単
位

で
の

自
主

的
な

活
動

体
制

が
確

立
さ

れ
て

い
る

。
・
人

口
減

少
、

少
子

高
齢

化
が

進
行

し
て

き
て

お
り

、
地

域
の

活
気

も
失

わ
れ

つ
つ

あ
る

。
・
地

域
づ

く
り

活
動

へ
の

参
加

者
が

固
定

化
、

高
齢

化
し

て
き

て
い

る
。

地
域

づ
く
り

　
１

１
の

自
治

公
民

館
と

振
興

会
と

が
連

携
し

た
活

動
を

継
続

・発
展

さ
せ

て
い

く
こ

と
で

、
地

域
連

携
強

化
、

郷
土

愛
の

育
成

、
助

け
合

い
の

精
神

を
養

い
、

持
続

可
能

な
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

保
ち

な
が

ら
、

住
民

が
心

豊
か

に
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
す

。
　

ま
た

、
地

域
づ

く
り

活
動

を
継

続
・
発

展
さ

せ
て

い
く
た

め
、

参
加

者
の

拡
充

や
若

い
世

代
の

人
材

を
掘

り
起

こ
し

を
図

る
。

地
域

伝
統

芸
能

二
江

神
社

秋
の

例
大

祭
（
行

列
、

獅
子

舞
、

神
輿

な
ど

）

Ⅱ
産

業
振

興
・
主

要
産

業
で

あ
る

漁
業

が
、

漁
獲

量
の

減
少

、
魚

価
低

迷
、

燃
料

費
高

騰
に

よ
り

後
継

者
が

減
っ

て
き

て
お

り
活

気
を

失
い

つ
つ

あ
る

。
・
海

底
の

海
藻

が
減

少
す

る
「磯

焼
け

」
の

拡
大

が
深

刻
化

し
て

き
て

い
る

。
・
早

崎
海

峡
で

育
ま

れ
た

良
質

で
多

種
多

様
な

魚
介

類
の

ブ
ラ

ン
ド

力
が

弱
い

。

史
跡

沖
ノ

原
貝

塚
遺

跡
（
天

草
式

製
塩

土
器

）
、

侍
ど

ん
の

墓
（
キ

リ
シ

タ
ン

墓
碑

群
）
、

東
古

墳
・
西

古
墳

、
島

の
梵

字
塔

（
ね

ず
み

塚
）
、

寛
政

津
波

の
供

養
塔

、
南

無
妙

法
蓮

華
経

の
墓

、
烽

火
場

跡

◇
【
分

野
別

に
考

え
ら

れ
る

課
題

や
個

性
、

特
徴

及
び

今
後

の
方

向
性

】
◇

【
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
基

本
方

針
】

具
体

的
な

課
題

・
特

徴
・
方

向
性

等
分

野
別

基
本

方
針

1
0
区

考 え 方

　
二

江
地

区
は

、
イ

ル
カ

ウ
ォ

ッ
チ

ン
グ

発
祥

の
地

と
し

て
多

く
の

観
光

客
が

訪
れ

る
反

面
、

素
通

り
客

が
多

く
地

域
が

賑
わ

う
ま

で
に

至
っ

て
い

な
い

。
イ

ル
カ

を
核

と
し

な
が

ら
も

地
域

資
源

を
活

か
し

た
し

ツ
ー

リ
ズ

ム
事

業
や

イ
ベ

ン
ト

な
ど

を
通

し
て

交
流

人
口

の
増

加
を

図
り

、
地

域
活

性
化

を
目

指
す

。
「
き

て
み

ん
な

」
と

は
、

ど
う

ぞ
お

出
で

く
だ

さ
い

と
い

う
地

元
の

言
葉

。
一

方
、

生
活

の
基

盤
で

あ
る

地
域

コ
ニ

ュ
ニ

テ
ィ

で
は

、
高

齢
化

や
生

活
様

式
の

多
様

化
な

ど
で

弱
体

化
の

方
向

に
進

み
つ

つ
あ

る
が

、
繋

が
り

の
深

い
１

１
の

自
治

公
民

館
組

織
を

中
心

と
し

た
活

動
を

継
続

・
発

展
さ

せ
る

こ
と

で
、

地
域

連
携

強
化

、
郷

土
愛

の
育

成
、

助
け

合
い

の
精

神
を

養
い

、
持

続
可

能
な

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
保

ち
な

が
ら

、
住

民
が

心
豊

か
に

暮
ら

せ
る

（
心

も
大

漁
）
ま

ち
づ

く
り

を
目

標
と

す
る

。

学
校

二
江

小
学

校
（
平

成
26

年
3
月

閉
校

）

文
化

財

六
角

井
戸

（
長

崎
県

平
戸

市
や

福
江

市
な

ど
に

も
残

さ
れ

て
お

り
、

中
国

と
の

貿
易

が
盛

ん
だ

っ
た

時
代

、
通

訳
（
通

詞
）
を

す
る

人
が

住
ん

で
い

る
島

か
ら

通
詞

島
と

呼
ば

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

と
も

言
わ

れ
て

い
る

。
）

人
口

2
,8

4
6
人

　
高

齢
化

率
が

3
5
%
、

65
歳

以
上

の
み

の
世

帯
が

全
世

帯
の

3
0
％

に
迫

っ
て

お
り

、
福

祉
、

防
災

・
防

犯
な

ど
様

々
な

面
で

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

重
要

性
が

高
ま

っ
て

き
て

い
る

。
　

経
済

面
で

は
、

主
要

産
業

の
漁

業
が

魚
価

の
低

迷
や

原
油

高
な

ど
に

よ
り

活
力

を
失

い
つ

つ
あ

り
、

早
急

な
対

策
が

望
ま

れ
て

い
る

。
　

少
し

ず
つ

で
は

あ
る

が
、

ま
ち

づ
く
り

に
対

す
る

関
心

は
高

ま
っ

て
き

て
い

る
も

の
の

、
そ

の
趣

旨
が

地
区

全
体

に
浸

透
し

て
い

る
と

は
言

い
難

い
。

ま
た

、
振

興
会

メ
ン

バ
ー

が
固

定
化

・
高

齢
化

の
傾

向
に

あ
る

中
、

活
動

に
広

が
り

持
た

せ
る

た
め

に
も

、
現

役
世

代
の

若
者

を
始

め
、

異
業

種
、

退
職

し
た

人
な

ど
、

幅
広

い
世

代
・分

野
か

ら
の

人
材

を
、

ま
ち

づ
く
り

活
動

に
巻

き
込

む
必

要
が

あ
る

。

テ ー マ
き

て
み

ん
な

！
心

も
大

漁
ふ

た
え

ん
も

ん
就

業
人

口
（
H

2
2
)

2
4
7
人

2
3
6
人

6
8
0
人

区
数

地
域

資
源

(H
2
2
国

勢
調

査
参

考
)

◇
地

域
が

抱
え

る
課

題
・
困

っ
て

い
る

こ
と

◇
　

◇
◆

◇
 ま

ち
づ

く
り

の
目

標
 ◇

◆
◇

面
積

5
.9

k㎡

計
画

期
間

平
成

2
5
年

度
～

平
成

2
7
年

度
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
名

五
和

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
地

区
振

興
会

名
二

江
ま

ち
づ

く
り

振
興

会
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■
第

２
期

手
野

地
区

振
興

計
画

【
地

区
の

特
徴

】

第
1
次

産
業

第
2
次

産
業

第
3
次

産
業

分
野

ｺ
ｰ

ﾄﾞ
分

野
別

分
野

ｺ
ｰ

ﾄﾞ

Ⅰ
地

域
づ

く
り

Ⅰ

Ⅲ
生

涯
学

習
Ⅲ

Ⅳ
健

康
福

祉
Ⅳ

【
地

区
の

現
状

・
課

題
】

項
　

　
　

　
目

H
1
7

H
2
2

H
2
7

H
22

/
H

1
7

地
域

資
源

(H
2
2
国

勢
調

査
参

考
)

◇
地

域
が

抱
え

る
課

題
・
困

っ
て

い
る

こ
と

◇
　

◇
◆

◇
 ま

ち
づ

く
り

の
目

標
 ◇

◆
◇

面
積

１
３

．
０

k㎡

計
画

期
間

平
成

2
5
年

度
～

平
成

2
7
年

度
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
名

五
和

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
地

区
振

興
会

名
手

野
ま

ち
づ

く
り

振
興

会

人
口

１
，

１
８

０
人

ま
ち

づ
く
り

に
お

い
て

は
、

地
域

住
民

の
自

発
性

と
創

意
工

夫
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く
り

が
で

き
な

い
か

を
考

え
、

公
募

性
の

助
成

制
度

を
創

設
し

、
そ

の
制

度
を

利
用

し
て

「
芹

生
園

」
に

よ
る

手
野

地
区

に
自

生
す

る
珍

し
い

「
渋

柿
」
に

光
を

あ
て

た
、

柿
の

郷
づ

く
り

事
業

の
取

り
組

み
を

Ｈ
２

０
か

ら
始

め
る

な
ど

、
新

た
な

動
き

も
出

て
き

て
い

ま
す

が
、

部
会

次
第

で
は

、
活

動
が

停
滞

若
し

く
は

休
止

し
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
り

、
事

業
内

容
・
部

会
組

織
の

存
続

を
含

め
て

随
時

見
し

を
行

っ
て

は
い

ま
す

。
今

後
は

、
ま

ち
づ

く
り

活
動

へ
の

参
加

者
が

固
定

化
し

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

新
た

に
ま

ち
づ

く
り

に
賛

同
し

や
す

い
事

業
や

体
制

づ
く
り

を
進

め
、

幅
広

い
世

代
か

ら
の

人
材

確
保

を
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

ま
す

。

テ ー マ
助

け
合

い
、

つ
な

が
り

、
そ

し
て

夢
を

・
・
・

就
業

人
口

（
H

2
2
)

１
９

５
人

９
６

人

３
０

３
人

区
数

史
跡

下
内

野
城

址
（
城

の
年

代
は

戦
国

末
期

の
１

６
世

紀
後

半
で

、
志

岐
氏

の
端

城
で

あ
っ

た
と

さ
れ

る
。

）

◇
【
分

野
別

に
考

え
ら

れ
る

課
題

や
個

性
、

特
徴

及
び

今
後

の
方

向
性

】
◇

【
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
基

本
方

針
】

具
体

的
な

課
題

・
特

徴
・
方

向
性

等
分

野
別

基
本

方
針

4
考 え 方

　
田

芹
が

多
く
生

息
す

る
郷

土
“
手

野
：
芹

生
の

郷
”
は

、
今

日
ま

で
内

野
川

を
中

心
に

、
農

地
・
水

・
環

境
の

調
和

の
と

れ
た

地
域

づ
く
り

が
展

開
さ

れ
て

き
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
手

野
地

区
は

超
高

齢
化

社
会

に
突

入
す

る
中

で
、

も
っ

と
日

常
の

暮
ら

し
に

も
目

を
向

け
、

“
助

け
合

い
”
“
つ

な
が

り
”
を

も
っ

て
、

若
者

か
ら

高
齢

者
ま

で
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

地
域

づ
く
り

を
目

指
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
そ

こ
に

は
皆

の
力

を
結

集
し

、
素

晴
ら

し
い

地
域

へ
と

明
日

へ
の

“
夢

を
も

っ
て

”
取

り
組

み
、

こ
の

人
と

自
然

と
調

和
し

た
豊

か
な

農
村

環
境

を
後

世
に

残
し

て
い

け
る

よ
う

自
立

し
た

地
域

を
創

造
し

て
い

き
ま

す
。

学
校

手
野

小
学

校
（
H

2
6
.3

閉
校

）

文
化

財

・
天

草
四

郎
の

座
り

岩
（手

野
と

苓
北

を
結

ぶ
旧

街
道

に
あ

る
。

一
揆

軍
と

し
て

、
こ

の
地

を
通

り
か

か
っ

た
天

草
四

郎
が

、
腰

掛
け

て
休

ん
だ

と
さ

れ
る

大
き

な
岩

）
・
尼

港
事

変
殉

難
碑

(大
正

９
年

３
月

１
２

日
、

旧
ソ

連
領

ニ
コ

ラ
イ

エ
フ

ス
ク

で
起

き
た

日
本

人
虐

殺
事

件
の

供
養

塔
。

天
草

の
殉

難
者

(１
１

０
人

)の
約

半
数

が
五

和
町

出
身

で
あ

っ
た

。
)

Ⅱ
産

業
振

興

手
野

地
区

で
平

成
２

０
年

度
か

ら
取

り
組

む
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
“
芹

生
柿

の
日

本
一

づ
く
り

”
で

は
、

地
域

外
へ

『
芹

生
』
＝

『
天

草
・手

野
』
を

ア
ピ

ー
ル

し
そ

の
知

名
度

を
上

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
併

せ
て

『
芹

生
ブ

ラ
ン

ド
』
も

構
築

さ
れ

て
き

て
お

り
、

今
後

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
組

織
を

中
心

と
し

て
、

地
域

（
天

草
）
の

い
ろ

い
ろ

な
農

産
物

を
“
芹

生
 産

品
”
と

し
て

取
り

扱
い

、
農

産
物

の
地

産
外

商
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

ま
た

将
来

は
、

こ
の

物
流

の
道

を
“
緑

の
道

”
と

し
て

人
・
物

・
情

報
が

行
き

か
う

交
易

の
道

と
し

て
い

き
ま

す
。

地
域

づ
く
り

団
体

手
野

ま
ち

づ
く
り

振
興

会
、

柿
の

会
、

も
へ

じ
會

、
夏

ま
つ

り
実

行
委

員
会

地
区

の
い

い
と

こ
ろ

・
自

慢
で

き
る

と
こ

ろ

そ
の

他
地

域
資

源

や
さ

い
村

（農
産

物
の

販
売

所
）
、

芹
生

の
杜

（
農

産
加

工
も

行
う

レ
ス

ト
ラ

ン
）
、

お
お

く
す

、
デ

コ
ポ

ン
、

ば
ん

か
ん

、
い

ち
ご

、
芹

生
柿

（
干

し
柿

）
、

内
野

川
の

つ
つ

じ
、

犬
殺

し
柿

街
道

、
芹

生
の

郷
、

て
の

て
の

も
へ

じ
民

泊
村

こ
れ

ま
で

本
地

区
の

地
域

づ
く
り

で
は

、
地

域
住

民
や

若
者

グ
ル

ー
プ

、
女

性
の

会
等

か
ら

発
信

さ
れ

た
ス

タ
ー

ト
し

た
活

動
や

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
き

た
が

、
取

り
組

み
に

参
加

す
る

者
が

固
定

化
し

て
い

る
の

も
現

状
で

あ
る

。
そ

こ
で

、
こ

れ
か

ら
は

出
来

る
だ

け
多

く
の

人
が

参
加

・
賛

同
し

や
す

い
体

制
を

創
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

地
域

づ
く
り

　
こ

れ
か

ら
の

ま
ち

づ
く
り

は
、

公
助

か
ら

互
助

・
共

助
へ

と
変

化
し

て
き

て
い

ま
す

。
こ

れ
ま

で
は

、
ま

ち
づ

く
り

の
活

動
を

そ
の

母
体

で
あ

る
公

民
館

・
社

会
福

祉
協

議
会

・
区

長
会

を
中

心
に

進
め

て
き

ま
し

た
が

、
こ

れ
か

ら
は

ま
ち

づ
く
り

振
興

会
＝

住
民

と
し

、
既

存
の

組
織

と
協

力
体

制
を

図
り

な
が

ら
、

時
代

に
沿

っ
た

効
率

的
・

効
果

的
な

事
業

運
営

が
で

き
る

柔
軟

な
組

織
に

再
編

し
、

真
の

自
立

に
向

け
た

組
織

づ
く
り

、
ま

ち
づ

く
り

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

地
域

伝
統

芸
能

井
手

神
社

秋
祭

り

Ⅱ
産

業
振

興

手
野

地
区

の
基

幹
産

業
で

あ
る

農
業

で
は

、
平

坦
地

に
は

米
・
タ

バ
コ

・
野

菜
ハ

ウ
ス

等
が

、
丘

陵
地

に
は

デ
コ

ポ
ン

・
晩

柑
を

主
流

と
す

る
み

か
ん

栽
培

が
営

ま
れ

て
お

り
、

質
の

高
い

素
晴

ら
し

い
農

産
物

が
存

在
す

る
。

し
か

し
、

こ
れ

ら
の

価
値

を
高

め
収

益
に

 
げ

る
た

め
の

販
売

流
通

面
分

野
の

開
拓

が
農

家
個

人
個

人
で

対
応

し
て

い
る

た
め

、
高

い
収

益
に

つ
な

が
っ

て
お

ら
ず

、
市

場
開

拓
を

含
め

た
販

売
流

通
分

野
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

Ⅴ
青

少
年

育
成

こ
れ

ま
で

青
少

年
の

育
成

に
関

し
て

は
、

交
流

事
業

を
含

め
多

く
を

小
中

学
校

と
連

携
を

し
て

行
っ

て
き

た
。

今
後

は
小

中
学

校
が

閉
校

に
よ

り
地

域
か

ら
消

え
て

し
ま

う
環

境
の

中
で

、
そ

の
受

け
皿

を
子

ど
も

会
等

に
移

行
し

て
、

取
り

組
み

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
と

な
る

。
ま

た
、

防
犯

面
等

で
は

こ
れ

ま
で

同
様

に
地

域
内

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
や

青
少

年
育

成
部

会
を

中
心

に
、

子
ど

も
達

の
非

行
防

止
や

犯
罪

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

地
域

づ
く
り

へ
の

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

手
野

地
区

は
、

南
北

に
流

れ
る

内
野

川
や

そ
の

支
川

に
沿

っ
た

平
地

と
、

標
高

の
低

い
山

間
部

に
、

集
落

や
農

地
が

存
在

し
て

い
る

。
主

な
産

業
は

農
業

で
、

河
川

沿
い

の
農

地
で

は
イ

チ
ゴ

や
ト

マ
ト

、
葉

タ
バ

コ
な

ど
の

施
設

作
物

が
、

山
間

部
で

は
デ

コ
ポ

ン
、

ば
ん

か
ん

な
ど

柑
橘

類
の

栽
培

が
盛

ん
に

行
わ

れ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

農
村

環
境

の
中

で
、

近
年

、
地

元
農

家
か

ら
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ

ズ
ム

へ
の

取
り

組
み

の
動

き
が

芽
生

え
て

お
り

、
農

家
民

泊
等

を
通

し
て

、
都

市
住

民
と

農
村

の
交

流
が

図
ら

れ
つ

つ
あ

る
。

ま
た

、
地

域
の

女
性

グ
ル

ー
プ

中
心

に
、

と
れ

た
て

野
菜

や
惣

菜
を

安
く
販

売
す

る
『や

さ
い

村
』
や

無
農

薬
野

菜
を

基
本

に
田

舎
料

理
を

提
供

す
る

『
芹

生
の

杜
』
と

い
っ

た
、

地
域

に
根

ざ
し

た
自

慢
の

お
店

も
あ

り
、

地
域

の
人

の
み

な
ら

ず
他

の
地

域
か

ら
も

多
く
の

お
客

さ
ん

が
来

店
し

て
し

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
ほ

か
に

も
、

ま
ち

づ
く
り

の
新

た
な

動
き

の
中

で
、

地
元

住
民

に
よ

り
動

き
出

し
た

『
柿

の
郷

づ
く
り

』
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
や

景
観

づ
く
り

へ
の

活
動

。
地

元
の

若
者

に
よ

る
『
手

野
夏

ま
つ

り
』
の

開
催

な
ど

、
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

が
濃

い
地

域
で

も
あ

り
、

そ
れ

が
人

々
の

自
慢

の
１

つ
と

な
っ

て
い

る
。

自
主

サ
ー

ク
ル

や
講

習
会

へ
の

参
加

メ
ン

バ
ー

が
固

定
化

し
て

い
る

。
今

後
は

、
積

極
的

に
Ｐ

Ｒ
な

ど
を

行
い

新
た

な
参

加
者

の
掘

り
起

こ
し

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
生

涯
学

習

生
涯

学
習

は
、

現
在

　
多

種
多

様
な

学
習

活
動

が
自

主
的

に
展

開
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
活

動
成

果
は

産
業

文
化

祭
な

ど
で

発
表

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

中
・
高

校
生

を
対

象
と

し
た

“
ふ

る
さ

と
味

の
伝

承
会

”
や

“
女

性
料

理
教

室
”
、

小
学

生
を

対
象

と
し

た
“
地

域
の

人
・
自

然
と

ふ
れ

あ
え

る
教

室
”

を
、

楽
し

み
な

が
ら

取
組

ん
で

い
き

、
豊

か
な

人
づ

く
り

に
つ

な
げ

て
い

き
ま

す
。

今
後

は
、

五
和

地
区

公
民

館
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

時
代

の
変

化
に

よ
り

対
応

で
き

る
よ

う
、

総
合

的
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

カ
レ

ッ
ジ

の
機

会
を

増
や

し
て

い
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

高
齢

化
が

進
み

中
、

特
に

高
齢

者
を

対
象

と
し

た
健

康
づ

く
り

が
課

題
で

あ
る

。
そ

の
よ

う
な

中
、

本
地

区
で

は
昨

年
一

つ
の

老
人

会
が

解
散

し
、

高
齢

者
の

集
う

場
所

が
減

少
し

て
い

る
。

今
後

は
高

齢
者

の
集

う
機

会
を

確
保

す
る

こ
と

と
高

齢
者

が
心

待
ち

に
す

る
よ

う
な

イ
ベ

ン
ト

な
ど

を
企

画
し

て
い

く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

健
康

福
祉

手
野

地
区

で
は

、
高

齢
化

に
よ

り
高

齢
者

の
健

康
づ

く
り

が
最

重
要

課
題

で
あ

り
ま

す
。

現
在

、
自

主
的

に
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

な
ど

高
齢

者
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
自

主
的

に
健

康
づ

く
り

に
努

め
て

い
ま

す
。

ま
た

、
地

域
内

に
は

高
齢

者
サ

ロ
ン

が
４

団
体

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
が

月
に

１
回

程
度

集
い

、
食

事
や

習
い

事
な

ど
を

通
し

て
交

流
を

深
め

て
い

ま
す

。
こ

れ
ま

で
福

祉
活

動
は

、
ま

ち
づ

く
り

振
興

会
と

社
会

福
祉

協
議

会
と

協
働

で
“
さ

さ
え

愛
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
”
“
敬

老
会

”
“
一

人
暮

ら
し

の
集

い
”
“
生

き
活

き
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
”
を

実
施

し
、

高
齢

者
の

交
流

の
場

を
確

保
を

し
て

き
ま

し
た

が
、

こ
れ

か
ら

は
こ

れ
ら

の
内

容
を

さ
ら

に
良

い
も

の
と

し
て

、
高

齢
者

が
心

待
ち

す
る

よ
う

な
事

業
展

開
す

る
こ

と
と

、
自

主
的

に
活

動
し

て
き

て
い

る
、

『
Ｇ

Ｇ
会

』
や

『
高

齢
者

サ
ロ

ン
』
な

ど
の

支
援

を
行

い
交

流
の

場
が

失
わ

れ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

福
祉

の
風

土
づ

く
り

を
し

て
い

き
ま

す
。

地
区

の
現

状

15
歳

未
満

人
口

17
2

1
3
8

11
1

8
0
%

Ⅴ
青

少
年

育
成

平
成

２
６

年
４

月
に

は
、

地
域

内
の

小
学

校
と

中
学

校
が

閉
校

し
、

校
舎

が
他

地
区

へ
移

転
す

る
。

こ
れ

ま
で

学
校

と
と

も
に

企
画

し
て

き
た

地
域

づ
く
り

の
イ

ベ
ン

ト
等

を
、

今
後

ど
の

よ
う

に
継

続
し

て
い

く
か

が
課

題
で

あ
る

。

環
境

整
備

　
こ

れ
ま

で
の

春
の

ツ
ツ

ジ
街

道
と

は
新

た
に

、
振

興
会

で
は

大
き

く
て

姿
見

の
良

い
“
犬

殺
し

柿
”
を

植
樹

し
て

柿
街

道
を

つ
く
り

、
秋

の
風

物
詩

と
な

る
よ

う
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

今
後

は
こ

の
よ

う
に

自
ら

の
地

域
は

自
ら

で
・
・
・
の

意
識

を
も

っ
た

グ
ル

ー
プ

を
育

成
す

る
な

ど
し

、
柿

街
道

を
管

理
す

る
等

新
た

な
景

観
づ

く
り

の
体

系
を

構
築

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
地

域
環

境
の

課
題

と
し

て
は

、
生

活
用

水
に

よ
る

河
川

汚
濁

と
ゴ

ミ
の

不
法

投
棄

が
あ

り
ま

す
。

一
日

一
汗

運
動

等
に

よ
り

地
域

内
清

掃
は

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
山

間
部

に
は

ゴ
ミ

の
不

法
投

棄
が

目
立

っ
て

い
ま

す
。

河
川

の
汚

濁
は

合
併

浄
化

槽
の

普
及

と
Ｅ

Ｍ
菌

に
よ

る
浄

化
活

動
に

よ
り

、
水

質
は

か
な

り
き

れ
い

に
な

り
ま

し
た

。
今

後
は

子
ど

も
達

と
地

域
が

一
体

と
な

っ
て

、
自

然
生

物
の

動
向

を
キ

ャ
ッ

チ
し

な
が

ら
環

境
調

査
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

川
と

身
近

に
ふ

れ
あ

え
る

交
流

事
業

等
を

実
施

し
て

環
境

意
識

を
啓

発
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

ま
す

。

65
歳

以
上

歳
人

口
40

2
3
9
0

37
8

9
7
%

15
～

6
4
歳

人
口

71
2

6
5
2

59
7

9
2
%

Ⅵ
75

歳
以

上
人

口
20

8
2
4
4

28
6

1
1
7
%

人
　

口
　

計
1
28

6
1
1
8
0

1
,0

8
6

9
2
%

環
境

整
備

地
域

で
は

、
地

域
の

中
心

を
流

れ
る

内
野

川
が

河
川

改
修

に
よ

り
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

積
み

の
殺

風
景

な
風

景
に

な
っ

た
こ

と
か

ら
自

然
豊

か
で

美
し

い
農

村
環

境
を

取
り

戻
そ

う
と

ツ
ツ

ジ
を

長
年

植
え

育
て

、
地

域
住

民
に

よ
っ

て
維

持
管

理
が

行
わ

れ
、

今
で

は
春

に
な

る
と

約
４

Ｋ
ｍ

に
も

わ
た

り
咲

き
誇

る
『
ツ

ツ
ジ

街
道

』が
完

成
し

た
。

し
か

し
、

住
民

の
高

齢
化

等
に

よ
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
除

草
や

剪
定

等
の

維
持

管
理

作
業

が
困

難
と

な
っ

て
き

て
お

り
、

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

Ⅵ

1
5
歳

未
満

率
13

%
1
2
%

10
%

8
7
%

高
齢

化
率

（
6
5
歳

以
上

）
31

%
3
3
%

35
%

1
0
6
%

世
帯

数
47

5
3
7
9

30
2

8
0
%

高
齢

者
の

み
世

帯
数

-
9
2

-
-

- 29 -



■
第

２
期

城
河

原
地

区
振

興
計

画

【
地

区
の

特
徴

】

第
1
次

産
業

第
2
次

産
業

第
3
次

産
業

分
野

ｺ
ｰ

ﾄﾞ
分

野
別

分
野

ｺ
ｰ

ﾄﾞ

Ⅰ
地

域
づ

く
り

Ⅰ

Ⅲ
生

涯
学

習
Ⅲ

Ⅳ
健

康
福

祉
Ⅳ

【
地

区
の

現
状

・
課

題
】

項
　

　
　

　
目

H
1
7

H
2
2

H
2
7

H
22

/
H

1
7

地
域

資
源

(H
2
2
国

勢
調

査
参

考
)

◇
地

域
が

抱
え

る
課

題
・
困

っ
て

い
る

こ
と

◇
　

◇
◆

◇
 ま

ち
づ

く
り

の
目

標
 ◇

◆
◇

面
積

1
3
.1

k㎡

計
画

期
間

平
成

2
5
年

度
～

平
成

2
7
年

度
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
名

五
和

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
地

区
振

興
会

名
城

河
原

地
域

づ
く
り

振
興

会

人
口

1
,0

8
8
人

　
地

域
の

全
般

的
な

課
題

と
し

て
は

、
少

子
・
高

齢
・
過

疎
化

、
農

業
後

継
者

不
足

、
そ

れ
に

伴
う

耕
作

放
棄

地
の

増
加

、
産

業
振

興
の

低
迷

等
が

挙
げ

ら
れ

る
。

　
ま

た
、

地
域

づ
く
り

活
動

は
多

岐
に

わ
た

っ
て

い
る

が
、

活
動

の
停

滞
や

事
業

の
マ

ン
ネ

リ
化

、
活

動
す

る
住

民
の

固
定

化
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。

  
こ

れ
ら

の
課

題
を

解
消

し
、

ま
た

限
ら

れ
た

人
材

を
有

効
に

活
用

す
る

た
め

、
①

地
域

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

の
実

現
に

向
け

て
の

、
推

進
部

会
の

充
実

及
び

実
行

組
織

の
編

成
と

事
業

の
展

開
、

②
事

業
及

び
組

織
の

見
直

し
（
継

続
的

な
見

直
し

）
、

③
メ

リ
ハ

リ
の

あ
る

予
算

配
分

と
自

主
財

源
の

確
保

、
④

住
民

総
参

加
の

基
本

方
針

の
中

で
、

地
域

づ
く
り

活
動

を
実

践
し

て
い

く
住

民
を

増
や

す
方

策
の

検
討

及
び

実
施

を
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

、
様

々
な

活
動

を
通

し
て

総
合

的
に

実
施

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

テ ー マ
ホ

タ
ル

の
里

で
　

き
ら

め
く
　

城
河

原
就

業
人

口
（
H

2
2
)

1
0
2
人

1
0
5
人

3
0
0
人

区
数

史
跡

・
高

島
宮

；
九

州
最

古
の

石
段

・
城

木
場

城
址

；
城

域
は

約
3
5
0
ｍ

×
1
7
0
ｍ

、
丘

陵
地

で
、

志
岐

氏
の

出
城

と
し

て
築

か
れ

た
。

・
三

川
城

址
；
中

世
の

城
址

で
、

３
つ

の
川

の
合

流
点

に
あ

っ
た

こ
と

か
ら

三
川

の
名

が
つ

い
た

。

◇
【
分

野
別

に
考

え
ら

れ
る

課
題

や
個

性
、

特
徴

及
び

今
後

の
方

向
性

】
◇

【
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
基

本
方

針
】

具
体

的
な

課
題

・
特

徴
・
方

向
性

等
分

野
別

基
本

方
針

4
区

考 え 方

　
城

河
原

に
は

、
ホ

タ
ル

の
飛

び
交

う
豊

か
な

自
然

と
そ

の
自

然
を

育
む

心
豊

か
な

人
た

ち
が

い
ま

す
。

こ
れ

ら
の

貴
重

な
財

産
を

活
か

し
、

ど
こ

よ
り

も
、

い
つ

ま
で

も
煌

い
て

い
る

地
域

を
創

っ
て

い
く
た

め
に

、
将

来
像

を
上

記
の

よ
う

に
定

め
、

一
人

ひ
と

り
が

自
分

に
で

き
る

こ
と

か
ら

自
分

に
で

き
る

こ
と

か
ら

取
り

組
む

と
と

も
に

、
み

ん
な

、
御

互
い

が
協

力
し

な
が

ら
「安

心
し

て
暮

ら
せ

、
こ

こ
に

住
ん

で
よ

か
っ

た
」
と

思
え

る
、

そ
し

て
「
ど

こ
よ

り
も

煌
い

て
い

る
」
城

河
原

の
実

現
を

め
ざ

し
ま

す
。

学
校

城
河

原
小

学
校

、
五

和
小

学
校

（
H

2
6.

4
.1

か
ら

）

文
化

財

上
野

原
神

社
の

大
楠

（
高

さ
約

2
0
ｍ

、
幹

回
り

7
ｍ

、
天

草
屈

指
の

大
楠

。
樹

齢
約

5
0
0
年

と
い

わ
れ

、
遠

い
昔

か
ら

神
木

と
し

て
あ

が
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
）

Ⅱ
産

業
振

興

☆
農

業
　

“
　

う
ま

か
も

ん
　

つ
く
っ

て
み

ゅ
う

か
い

　
城

河
原

　
”

　
地

域
で

農
業

を
支

え
る

し
く
み

づ
く
り

、
耕

作
放

棄
地

対
策

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

○
　

集
落

営
農

組
織

等
の

推
進

　
　

　
○

　
耕

作
放

棄
地

の
調

査
、

対
策

　
等

☆
特

産
品

･郷
土

料
理

　
“
　

未
来

へ
つ

な
ご

う
　

城
河

原
の

味
　

”
　

地
域

産
品

･加
工

品
･郷

土
料

理
等

を
未

来
へ

継
承

す
る

と
と

も
に

、
将

来
、

地
域

の
収

入
確

保
に

つ
な

げ
ま

す
。

○
　

地
域

産
品

の
調

査
　

　
○

　
特

産
品

開
発

、
田

舎
体

験
メ

ニ
ュ

ー
の

開
発

　
等

地
域

づ
く
り

団
体

城
河

原
地

域
づ

く
り

振
興

会

地
区

の
い

い
と

こ
ろ

・
自

慢
で

き
る

と
こ

ろ

そ
の

他
地

域
資

源
・
ホ

タ
ル

・
天

草
空

港
・
五

和
ダ

ム
・
東

部
ダ

ム
・
鬼

の
碁

盤
石

・
鬼

の
せ

っ
ち

ん

　
城

河
原

地
区

に
は

、
山

、
緑

、
田

畑
、

ダ
ム

、
ホ

タ
ル

が
飛

び
交

う
川

な
ど

、
豊

か
な

自
然

が
あ

ふ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

天
草

の
空

の
玄

関
口

「
天

草
空

港
」
を

有
し

て
い

ま
す

。
　

こ
れ

ら
の

資
源

を
活

か
し

、
他

地
域

（
都

市
）
と

の
交

流
の

促
進

、
地

域
経

済
が

潤
う

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

地
域

づ
く
り

☆
交

流
　

“
　

交
流

で
　

心
豊

か
な

里
づ

く
り

　
城

河
原

　
”

　
豊

か
な

自
然

や
「
天

草
空

港
」
な

ど
の

資
源

を
活

か
し

、
地

域
経

済
が

潤
う

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

創
り

ま
す

。
ま

た
、

交
流

を
通

じ
た

心
豊

か
な

里
と

な
る

よ
う

に
、

交
流

の
場

の
確

保
と

環
境

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

○
　

ホ
タ

ル
の

里
づ

く
り

や
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ

ズ
ム

（
ホ

タ
ル

の
住

む
環

境
整

備
、

ホ
タ

ル
フ

ェ
ス

タ
な

ど
）
　

　
○

　
他

地
域

と
の

交
流

（
ホ

タ
ル

便
な

ど
）
　

等

地
域

伝
統

芸
能

城
木

場
神

社
秋

祭
り

Ⅱ
産

業
振

興

・
農

業
は

城
河

原
地

区
の

基
幹

産
業

で
す

が
、

後
継

者
も

少
な

く
な

り
、

従
事

者
も

高
齢

化
し

、
衰

退
し

て
い

る
状

況
で

す
。

こ
の

た
め

、
地

域
で

農
業

を
支

え
、

農
業

の
維

持
と

収
入

確
保

が
で

き
る

支
援

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・
地

域
に

は
採

れ
た

て
で

新
鮮

な
山

の
幸

を
は

じ
め

、
多

彩
な

産
品

･加
工

品
･郷

土
料

理
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
産

品
･加

工
品

･郷
土

料
理

等
を

未
来

へ
継

承
す

る
と

と
も

に
、

将
来

、
地

域
の

収
入

確
保

に
つ

な
が

る
よ

う
に

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

Ⅴ
青

少
年

育
成

☆
教

育
･文

化
　

“
　

人
づ

く
り

　
子

育
て

す
る

な
ら

　
城

河
原

　
”

　
城

河
原

の
未

来
を

創
る

子
ど

も
た

ち
を

地
域

で
支

え
る

活
動

や
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

よ
う

に
子

育
て

環
境

の
整

備
・
充

実
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

○
　

世
代

間
交

流
の

促
進

　
等

　
城

河
原

地
区

は
、

天
草

の
空

の
玄

関
天

草
空

港
と

五
和

町
の

水
源

五
和

ダ
ム

・
東

部
ダ

ム
の

2
つ

の
ダ

ム
を

有
し

、
緑

の
山

々
と

田
園

の
風

景
が

広
が

り
、

初
夏

に
は

ホ
タ

ル
が

乱
舞

す
る

な
ど

、
豊

か
な

自
然

が
あ

ふ
れ

て
い

る
地

区
で

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
少

子
・高

齢
・
過

疎
化

が
進

行
し

、
将

来
的

な
集

落
の

維
持

管
理

も
憂

慮
さ

れ
る

状
況

で
す

。
　

こ
の

よ
う

な
中

で
、

他
地

区
に

先
駆

け
て

、
住

民
自

治
組

織
（
城

河
原

地
域

づ
く
り

振
興

会
）
を

立
上

げ
、

地
域

の
課

題
解

決
に

向
け

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
平

成
20

年
度

に
は

、
住

民
参

加
に

よ
り

、
地

域
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

策
定

、
“
ホ

タ
ル

の
里

で
 き

ら
め

く
 城

河
原

”
を

テ
ー

マ
に

様
々

な
活

動
を

展
開

し
て

い
ま

す
。

　
活

動
と

し
て

は
、

「
住

民
総

参
加

」
を

基
本

方
針

に
、

地
区

の
各

種
団

体
等

地
域

の
人

た
ち

が
様

々
な

形
で

参
加

し
、

天
草

空
港

を
活

用
し

た
福

岡
の

小
児

病
棟

に
ホ

タ
ル

を
運

ぶ
ホ

タ
ル

便
（
入

院
中

の
子

供
た

ち
を

元
気

づ
け

、
温

か
い

交
流

を
続

け
て

い
ま

す
。

）
や

青
空

市
、

ホ
タ

ル
フ

ェ
ス

タ
等

の
イ

ベ
ン

ト
か

ら
特

産
品

開
発

、
耕

作
放

棄
地

対
策

、
防

犯
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
パ

ト
ロ

ー
ル

・
自

主
防

災
等

、
多

岐
に

わ
た

り
取

り
組

み
を

行
な

っ
て

い
ま

す
。

・
生

涯
学

習
活

動
や

文
化

活
動

・
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

ん
で

い
け

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
行

な
い

、
教

養
の

向
上

や
生

活
文

化
の

振
興

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。
生

涯
学

習
　

市
の

公
民

館
事

業
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

生
涯

学
習

活
動

や
文

化
活

動
・
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

ん
で

い
け

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
行

な
い

、
教

養
の

向
上

や
生

活
文

化
の

振
興

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。
○

　
文

化
祭

　
○

　
球

技
大

会
　

　
○

　
体

育
大

会
　

　
○

教
養

学
級

　
等

・
城

河
原

地
区

の
高

齢
化

率
は

４
０

%
を

越
え

、
今

後
も

一
段

と
進

ん
で

い
く
も

の
と

予
想

さ
れ

ま
す

。
こ

の
た

め
、

地
区

住
民

の
健

康
増

進
と

健
康

意
識

の
向

上
を

図
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
地

域
の

社
会

福
祉

の
増

進
を

図
り

、
住

民
み

ん
な

が
協

力
し

合
い

明
る

く
楽

し
く

生
き

が
い

の
あ

る
地

域
を

作
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

健
康

福
祉

　
地

区
住

民
の

健
康

増
進

と
健

康
意

識
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

○
　

転
倒

予
防

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

大
会

　
　

○
　

健
康

講
座

　
　

○
　

球
技

大
会

、
体

育
大

会
　

等
　

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
・
振

興
会

社
会

福
祉

部
会

を
中

心
と

し
て

、
地

域
の

社
会

福
祉

の
増

進
を

図
り

、
住

民
み

ん
な

が
協

力
し

合
い

明
る

く
楽

し
く
生

き
が

い
の

あ
る

地
域

を
創

っ
て

い
き

ま
す

。
○

　
敬

老
会

　
　

○
　

ひ
と

り
暮

ら
し

の
集

い
　

　
○

　
世

代
間

交
流

　
等

地
区

の
現

状

15
歳

未
満

人
口

14
0

1
1
0

8
6

7
9
%

Ⅴ
青

少
年

育
成

・
地

域
づ

く
り

の
基

本
は

、
「
人

づ
く
り

」
で

す
。

城
河

原
の

未
来

を
創

る
子

ど
も

た
ち

を
地

域
で

支
え

る
活

動
や

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
よ

う
に

子
育

て
環

境
の

整
備

・充
実

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

環
境

整
備

☆
住

･環
境

　
“
夢

と
　

ホ
タ

ル
飛

び
交

う
　

城
河

原
　

”
　

先
人

か
ら

受
け

継
い

だ
す

ば
ら

し
い

自
然

環
境

を
守

り
、

こ
の

環
境

が
い

つ
ま

で
も

永
続

的
に

継
承

で
き

る
よ

う
循

環
型

社
会

を
め

ざ
し

環
境

整
備

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。
○

　
E
M

菌
普

及
　

　
○

　
河

川
、

河
川

敷
の

清
掃

　
　

○
花

い
っ

ぱ
い

運
動

、
芝

桜
、

つ
つ

じ
の

植
栽

　
　

等
　

ま
た

、
定

住
人

口
の

促
進

と
安

心
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

を
目

指
し

ま
す

。
○

　
住

宅
の

整
備

、
空

家
活

用
の

促
進

　
　

○
　

防
犯

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
パ

ト
ロ

ー
ル

の
充

実
　

　
○

自
主

防
災

組
織

の
充

実
、

防
災

備
品

等
の

整
備

　
　

等

65
歳

以
上

歳
人

口
40

2
4
0
1

40
0

1
0
0
%

15
～

6
4
歳

人
口

64
7

5
7
7

51
5

8
9
%

Ⅵ
75

歳
以

上
人

口
20

1
2
2
4

25
0

1
1
1
%

人
　

口
　

計
1
18

9
1
0
8
8

1
,0

0
1

9
2
%

環
境

整
備

・
城

河
原

地
区

は
、

ホ
タ

ル
を

育
む

自
然

豊
か

な
環

境
を

有
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

私
た

ち
が

知
ら

な
い

う
ち

に
昔

の
自

然
環

境
が

失
わ

れ
つ

つ
あ

る
状

況
も

で
て

き
て

い
ま

す
。

こ
の

た
め

、
い

つ
ま

で
も

ホ
タ

ル
が

飛
び

交
う

よ
う

な
環

境
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

・
人

口
が

急
速

に
減

少
し

て
お

り
、

定
住

人
口

の
促

進
を

図
る

必
要

で
あ

る
。

・
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

Ⅵ

そ
の

他
1
5
歳

未
満

率
12

%
1
0
%

9
%

8
6
%

高
齢

化
率

（
6
5
歳

以
上

）
34

%
3
7
%

40
%

1
0
9
%

Ⅶ
世

帯
数

38
8

3
7
1

35
5

9
6
%

高
齢

者
の

み
世

帯
数

9
8

#
D

IV
/
0
!

#
D

IV
/
0
!

そ
の

他
Ⅶ
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